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在宅精神障害者の セ ル フ ケ ア行動 の構造
嶋 津 順 子 (千葉大学大学院看護学研究科)
本研究の 目 的は , 在宅精神障害者が可能な限り自立 した 生活を継続す る た め の セ ル フ ケ ア行動を, 行動の 過程お よ び生活
上 の課題 と の 関連と い う視点か ら検討 し, その 構 造を明 らか にす る こ とで ある ｡
調査対象は主体的 に在宅生活を継続して い る 精神障害者7名で あり , ふ だん の 生活状況 お よ び利用して い るサ
ー ビ ス に つ
い て 各々 に半構成的な面接調査を行 い , 生活上 の 課題とセ ル フ ケ ア 行動内容 お よ び そ の 影響要因を抽出し特徴を検討 した ｡
その結 見 セ ル フ ケ ア 行動 は ｢食事 ･ 清 掃 t 入浴す る｣ ｢ 症状管理｣｢ 服薬管理｣ ｢生活時間の管理｣ ｢金銭管理｣ ｢ 他者と の
交流｣ ｢ 家族と の 交流｣ ｢健康管理｣ ｢好きなこ と を して 過 ごす｣ ｢精神的 な拠り所 をも つ｣ ｢ 将来に向けて の 準備｣で あり , 各々
に 目標 ･ 実施 ･ 評価 の 過程 が あ っ た ｡ .ま た , セ ル ケ ア行動 に影響を及ぼす促進要因が あ っ た ｡ 以上 か ら, セ ル フ ケ ア行動 の
構造と は ,
･ 経済基盤 の 確保, 病状 の 安 定, 住居 の 確 保が セ ル フ ケ ア行動 の前提 と な る｡
･ 行動 の 促進要因は, 動樺 が 起点になり, 行動そ の もの を実施する能力と管理能力が 互 い に 関連 しあ い , 家族 の 協 力と外部
サ ー ビ ス の 主体的な活用 が これ らを側面か ら支える｡
･ 目標 ･ 実施 ･ 評価 の 過程を持ち, 可能な限り自立 した生活を継続す る こ とを目指す ｡
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I . 緒 言
在宅精神障害者 - の 支援は平成11年の 精神保健福祉
法改正 に より, 平成14年4月か ら市町村が 中心と な っ て
在宅精神障害者の生活を支えるため の 精神障害者居宅支
援事業が 開始され た｡ また , 平成14年の 新障害者基本
計画の重点施策実施5 か年計画 ( 新障害者プ ラ ン) で
は, 条件が整えば退院可能と され て い る入院患者の 退院
促進に向けて 地域で の 支援体制づくりの 必要性が示され
た 1)｡
こ の よう に, 在宅精神障害者の 支援体制の 充実が急
務と され る中, 住居や就労の場の確保 ･ 市町村 の相談機
能の 向上 ･ 生活支援を行うサ ー ビス 提供者の 質向上 ･ 近
隣住民の 理解 な ど課題は山積 し て おり, 障害者個々 の
ライ フサ イク ル に応 じたきめ細やか な生活支援も十分と
は言 い難 い状況で ある ｡ 生活支援充実に向けて は , 障害
者自身の持 つ 力を引き出し彼らが可能な限り自立 した生
活を営む こ と に着目 した きめ細やか な援助が重要で あ
る ｡ その ため , 障害者らが 自立 した生活を営むため の 前
提と なる セ ル フ ケ ア行動の 構造を明確 にする こ とに よ
り,彼ら - の 支援を充実させ る必要があると考える ｡
在宅精神障害者の セ ル フ ケ ア行動に つ い て は, オ レ
ム ･ ア ン ダ ー ウ ッ ドモ デ ル で セ ル フ ケ ア行動の過程 (冒
標 一 実施 - 評価) が説明され て い る
2)
｡ また , 関連する
研究は , 自己決定による セ ル フ ケ ア行動を明らかに した
研究3) や 地域で の 生活 を継続す るため の 自己管理に関
する研究 4) な どがあるが少な い ｡ ま た ,在宅精神障害者
の 日常生活行動 の営み を詳細 に調査 した研究や 彼らの
ニ ー ズ や生活上 の 困難, に関する研究が行われ
5~8'
, 筆
者が行 っ た先行研究にお い て は, 在宅生 活を継続する上
で必要な療養生活およ び生活の 質の維持 ･ 管理は障害者
の 生活上 の 課題で ある こと を確認 した
9)
が, 在宅精神
障害者の セ ル フ ケ ア行動をその過程ある い は生活上 の課
題と の 関連か ら検討した研究はなく, セ ル フ ケア行動の
構造は十分明確 にな っ て い な い と考えられ る｡ そ の た
め , 多様な側面か ら支える必要の ある在宅精神障害者 へ
の 支援を充実するために , セ ル フ ケ ア行動の過程およ び
生活上 の 課題と の 関連と い う視点か ら, 在宅精神障害者
の セ ル フ ケア行動の構造を明らか にする必要があると考
える｡
Ⅱ . 目 的
在宅精神障害者が可能な限り自立 した生活を継続す
るため の セ ル フ ケ ア行動を, 行動 の 過程およ び生活上 の
課題と の 関連と い う視点か ら検討 し, そ の構造を明らか
にする ｡
受理 : 平成18年 6月15 日 Acc epted:June･15･2006･
千葉看会誌 V O L.12 No. 1 2006. 6 29
Ⅲ . 概念枠組み
本研究の 中心的概念で ある在宅精神障害者の セ ル フ ケ
ア行動に つ い て , オ レ ム - ア ン ダ ー ウ ッ ドモ デ ル10)に先
行研究11)で明らかにな っ た セ ル フ ケ ア 行動の 過程 ･ 具体
的内容 を加え, 概念枠組みと した ｡ す なわち, 経済的基
盤の 安定 ･ 生活技能の 習得 ･ 服薬や症状の 管理 ･ 他者
と の 交流な ど具体的なセ ル フ ケア行動ひと つ ひと つ に,
｢目標｣･ ｢ 実施内容｣ ･ ｢評価｣と い う過程が あり, そ れ
ら全て に療養生活上 の管理 , 生活の 質と の 関連が あると
考えた｡ また , 個 々 の セ ル フ ケ ア 行動の 影響要因に は,
疾病 (症状な ど) ･ 発達課題 (年齢･ 性別 ･ 家族構成) ･
生活体験 ･ 現在 の生活 (これま で の 生活 ･ ラ イ フ ス タイ
ル) ･ 社会資源利用 (ソ ー シ ャ ル サポ ー トな ど) ･ 生活環
境 (社会的文化的背景な ど), がある｡ そ の 内容を図1
に示す｡
こ の 概念枠組み は, 本研究の前提であり ,分析の 視点
となる ｡
図1 在宅精神障害者の セ ル フ ケア行動に つ い て の
概念枠組み
Ⅳ . 研究設問
1 . 可能な限り自立 した生活を継続するため の生活上 の
課題は何か ｡
2 . 在宅精神障害者の セ ル フ ケ ア行動の 過程｢目標｣ ｢実
施内容｣｢評価｣ の 具体的内容は何か ｡
3 . セ ル フ ケ ア行動の 影響要因は何か ｡
4 . セ ル フ ケ ア行動と生活上 の課題の 間に どの ような関
連があるか ｡
V . 用語の定義
セ ル フ ケ ア 行動 : 障害者自身が こうなりた い と い う ｢目
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標｣ を持ち, 可能な限り能力を駆使 して ｢ 実施｣ し,
そ の こ とを ｢評価｣で きると い う過程を持 つ 日常生活
上の 行為｡
自立 : セ ル フ ケ ア行動が自己の判断で継続して 実行でき
ること ｡
生活上 の 課題 : 療養生活および生活の 質の 椎持 ･ 管理 な
ど, 可能な限り自立 した生活を継続するために日常生
活上行う必要の ある こ と｡
Ⅵ . 研究方法
1 . 調査対象者の選定条件と選定方法
調査対象者は生活上必要なサ ー ビス を主体的に利用し
なが ら在宅での 生活を継続 して い る精神障害者で ある ｡
選定方法は , 調査協力の 了承が得られた自治体の保健師
か ら, (1) 障害者自身に精神障害を持ちながら生活して
い ると自覚があり, 調査協力の可否を判断し言語化でき
る能力を有し, (2)ホ ー ム ヘ ル プサ ー ビ ス や訪問着護な
ど生活上必要なサ ー ビ スを障害者本人の 意志で利用 し
,
(3) 担当保健師が調査協力可能と判断した在宅精神障害
者, を調査対象候補者とし て推薦をうけた ｡ 推薦をうけ
た在宅精神障害者 - の調査協力依頼の 方法を担当保健師
と検討し, そ の 方法に沿 っ て依頼を行 い , 承諾が得られ
た場合調査対象者と した｡
2 . デ ー タ収集方法
対象者と1対1 で , 調査項目 に沿 っ た半構成的な面接
を行 っ た ｡ 精神保健福祉事業にも随時参加 し, 背景と な
る地区状況を把握 した ｡
3 . 調査項目
調査項目は , 概念枠組みに基づ い て 設定した｡ すなわ
ち, 年齢 ･ 性別 ･ 家族構成, 生活環境に関する社会的文
化的背景, 社会資源利用に関する ソ ー シ ャ ル サポ ー ト
生活体験 ･ 現在 の生活に関する これまで の 生活内容 ･ ラ
イ フ ス タイ ル ･ 疾病に関する症状等に つ い て である ｡ ラ
イ フ ス タイ ル に つ い て は
,
1 日24時間 ･ 1週間 ･ 1 ケ 月
の 単位で ふ だ んの 生活内容をたずねた ｡ 生活内容に つ い
て は
, ｢どの ように行 っ て い る の か｣ ｢そ の ことを行う目
的は何か｣ ｢行っ て い る こ と に つ い て ど の ように評価し
て い る の か｣ を可能な限りたずね たo
調査を円滑に進めるた めに , 対象者の 概要 (家族構成,
経過) は事前に担当保健師か ら情報収集 した｡
4 . 調査期間
調査期間は, 平成17年9月 - 11月であ っ た｡
5 . 分析方法
1) 対象者の生活状況から各々 の ｢生活上 の課題｣ を検
討 した ｡
2) イ ン タ ビ ュ ー 内容を熟読し, 目標 ･ 具体的実施内
容 ･ 評価 の過程があると考えられ るひとまとまりの
行動を ｢セ ル フ ケア行動｣ と し て , ま た, セ ル フ ケ
ア行動に影響を与えて い ると考えられる事柄を ｢ 影
響要因｣ と して 抽出した｡ こ れ らは, 日常生活行動
の 種類 ごと に整理 し, 内容 の類似性に沿 っ て 分類
し, 分類 ごとに全体を内包する表現に要約 した｡
3) 各事例の特徴や独自性を活かすために1事例ごと に
こ の 作業を行 い , そ の 後全事例を統合した｡
4) セ ル フ ケア行動の 過程お よび影響要因の 特徴, お よ
び, ｢セ ル フ ケア行動｣ と ｢生活上 の課題｣ の 関係 ,
を検討した｡
6. 倫理的配慮
市保健師か ら紹介の あ っ た調査対象候補者 に対 し,
研究目的 ･ 方法 ･ プ ラ イ バ シ ー の 保護 ･ 研究参加 へ の任
意性等に つ い て , 書面を用 い た説明を筆者が直接行 い ,
候補者本人か ら直接の 了承 を得た ｡ また, デ ー タ収集時
は, 障害者の病状に十分留意した｡
本研究は千葉大学看護学部倫理委貞会にお い て 承認
を得て い る｡ 承認された内容を遵守 し研究を進めた ｡
Ⅶ . 結 果
1 . 調査対象者の概要
調査対象者 は7名であ っ た｡ 面接は , 一 人あたり1回
60分 - 75分で あ っ た ｡ 面接回数は, 全員1回で あ っ た ｡
7名が在住するA県A市は人口33万人 の 中核市で あり,
都心 の ベ ッ ドタウ ンと して 現在も人口が増加 して い る地
方都市である｡
対象者の 年齢と性別の 内訳は , 20代 - 50代 の 男性 3
名と女性4名で ある｡ 疾患名はう つ 病が1名で他はす べ
て 統合失調症で ある｡ 家族構成は, 単身者が5名で家族
との 同居が 2名である｡ 家族と同居する 2名は , 同年代
の 夫と 2 人暮らし の50代の女性 ･ 40代の 両親と20代の弟
と4 人暮らし の20代の女性で ある ｡ 経済基盤は, 生活保
護が 3名で彼らは全員単身者である｡ 障害者年金が主た
る経済基盤の 者は3名で家族と同居の 者も い る ｡ 利用 し
て い る在宅ケ アサ ー ビス は , A市保健セ ン タ ー で 開催さ
れ て い る ソ ー シ ャ ル ク ラブやサ ロ ン ･ 地域生活支援セ ン
タ ー ･ ホ ー ム ヘ ル プサ ー ビス ･ 訪問着護等で ある ｡
2 . 生活上の課題
対象者各 々 の 生活上 の 課題を集約 した結果, 生活 の
基盤と なる課題 ･ 生活を維持管理するため の 課題 ･ 生活
の質を高め るため の課題があ っ た ｡ 生活の 基盤と なる課
題の具体的内容は, 第 一 に , 治療を継続し病状の自己管
理を行う ｢病状の 安定の継続｣ であ っ た｡ その 上 で , 障
害者年金や生活保護等 ｢経済基盤の確保｣ や ｢住居の 確
保｣ と いう課題があ っ た ｡ こ れ らは , 7名全員の 課題で
あ っ た｡ 生活を維持管理す るため の 課題 の 具体的内容
は, ｢ 生活費を主とするお金のやりくり｣ ｢調理･ 後片付
け ･ 清掃などの 家事｣ な どで あ っ た ｡ 生活 の 質を高め る
ため の課題の具体的内容は, ｢家族 ･ 仲間 ･ サ ー ビ ス提
供者らと 良好な関係の 維持｣｢ 身体的健康の管理｣ ｢楽
しみや信仰を持 つ こ とによ る心の充足感の 維持｣ な どで
あ っ た ｡
3 . セルフケア行動
1) セ ル フ ケ ア行動の 過程の 内容
す べ て の 事例 にみ られ た セ ル フ ケ ア行動は, ｢ 食事･
清掃 ･ 個人衛生に関する行動｣ ｢病状管理と服薬｣ ｢活動
の 場や時間の確保｣ ｢お金の 管理｣ ｢ 人との つ きあ い｣ で
あ っ た｡ そ の ほか に, ｢ 身体の 調子を整える｣ ｢生活の 質
の 充実｣ ｢ 仕事へ の 準備の 助走｣ が あ っ た ｡ 以下 に実施
内容ごと の 目標 ･ 評価を含めた具体的内容を述 べ る ｡ 表
1 は, セ ル フ ケ ア行動の実施内容を示したもの で ある｡
｢食事･ 清掃 ･ 個人衛生に関する行動｣ に は, 『食事』
『清掃』 『入浴』 に関して セ ル フ ケ ア行動があ っ た ｡ 毎日
欠くこ と の で きな い 行動で ある 『食事』 の 目標は ,
"
き
ちんと した食事を摂る
"
等で あ っ た ｡ 実施内容は , 栄養
バ ラ ン ス へ の 配慮 ･ 食材 の購入 ･ 調理 ･ 後片付けと い う
行動であ っ た｡ 食材 の購入で は, 安く購入 できる店を見
つ ける ･ 店員と の対人関係が安心な店を選ぶなど金銭管
理の 工夫や病状の 悪化の 予防が あ っ た ｡ また, ホ ー ム ヘ
ル パ ー と苦手な料理を 一 緒 に作るな どサ ー ビ ス を利用す
る ことで できな い 部分を補 っ て い た｡ 評価は,
"
栄養 の
バ ラ ン ス を考えられ て い る
' ‥ `
体 調がよく な っ だ
'
等 ,
行 っ て い る こ と へ の肯定的な自覚や生活が良くなる変化
を実感するもの で あ っ た ｡ ｢症状管理と服薬｣ には, 『症
状管理』 『服薬管理』 が あ っ た｡ そ れぞれ の 目標は.
"
坐
きて い くため
' ‥ `
自宅で は自分で 管理する
"
等であ っ た ｡
症状管理で は , 妄想が出やすくなる状況を自覚しそ の状
況を作らな い ようにするな ど症状出現や悪化を予防して
い た｡ 服薬管理で は, 服薬量を記録する ･ 副作用の状況
を把握する等により長期にわたる服薬治療を継続するた
め の 工夫が行われ て い た ｡ ｢活動の 場や時間の 確保｣ で
は , 『生活時間の 管理』 が行われて い た ｡ 目標は,
"
リ ズ
ム を整える
" "
居場所を持 つ
"
等 で あ っ た ｡ 実施内容は ,
食事時間や終身時間をほ ぼ 一 定 にする ･ 生 活支援セ ン
タ ー に通うな ど
…
1 日 の 生活パ タ ー ン をも つ
' '
こ と や ,
保健セ ン タ ー で 実施 して い るサ ー ビスを活用 し
"
毎日あ
る い は定期的に出向く場所を持 つ
''
こ と であ っ た ｡ こ れ
らの 評価は,
"
規則正 し い生活をするようにな っ だ
' "
体
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表1セ ル フ ケ ア行動の 実施内容
セ ル フ ケ ア 行 動 の 実 施 内 容
日 常 生 活 行 動 内 容
食事 . 清掃 . 個
人衛生 に 関す る
行動
食事す る 栄 養の バ ラ ン ス に 留意す る/自分
で 食材 を購 入す る/自分 で 食事 を
用 意す る/家族 が調 理 す る/ ホ -
ム ヘ ル パ ー と共 に 調理す る/ ホ -
ム ヘ ル パ ー に 調理 して もらう′後
片付 けする
掃除す る ホ ー ム ヘ ル パ ー と共 に 掃 除 す る
/ できる 部分0)掃除 をす る
入浴す る 自分で 入浴す る/ ホ ー ム ヘ ル パ ー
の 介助 で 入浴す る/入浴 する 意義
を実感して い る
病状管理 と服 薬
症状管理 症 状 を自覚す る/ 症状 出現や 悪化
を予 防する/受診 を継続す る
服薬管理 服 薬を継 続す る/服 薬量 を相 談す
る
子舌動の 場や 時 間
の 確保
生活時間の 管理 1 日の 生 活パ タ ー ン を持 つ /毎日
出向く場所 を持 つ /イ ン タ ー ネ ッ
トを利用す る
お金の 管理
金銭管理 収 支の 手続 き を行 う/生活必 需品
を安 く購 入す る/支 出の 配分 を工
夫 す る/何 かあ つ たときの 蓄え を
も つ
人との つ き合 い
他者との 交流 同じ障害 を持 つ 仲間通 しの 集 い に
参加 す る′ホ ー ム ヘ ル パ ー や訪問
看護 師と話 す
家族との 交流 別居 家族と つ き合 う/夫の 身の 回
りの 世話 をする
身体の 調子 を整 健康 管理 市 の健 康診 査を受診 す る/運動 を
える 心がけ る
生活の 質の 充実
好き なこ とをし 習 い 事 をす る/趣味 の 時間を持 つ
て過 ご す /家族と季節 の外 出をする
精神 的な拠 り所
をも つ
信仰を持 つ
仕事 へ の 準備の
助走
将来 に 向けて の 身 体 を 動 か す よ う に す る/ ソ -
準備 シ ヤ ル タ ラ ブ に 通う/ 外 出の 機 会
をも つ
調が よくな っ だ
'
等 できるようにな っ た と いう変化 を実
感する もの や
"
以前より充実 して い る
' '
な ど精神的 な
充実感 を持 つ もの であ っ た｡ ｢お金の 管理｣ は , 特に単
身生活者 にあ っ た ｡ 目標は
"
収入 の 中 で やりくりする
"
"
(家族と離れ て 生活するために) 一 人暮ら しを継続す
る
''
等 で あ っ た ｡ 実施内容は,
"
障害者年金や生活保護
費受給の ため の 手続き
''
や
"
光熱費の 支払 い
''
な ど収支
の 手続きが であ っ た｡ また, 安 い 店をみ つ けたり店の特
売日に買 い 物に行くこ と で生活必需品をできるだけ安く
購入 したり, 本当に必要なら高くて も購入するなど支出
の 配分を工 夫 して い た｡ 評価は,
"
や りくりを上 手くし
て い る
'' "
独 り で生活する こと が で き て い る
"
等 で あ っ
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た｡ ｢人と の つ き合 い｣ で は, 仲間やサ ー ビ ス提供者ら
『他者との 交流』 と 『家族との 交流』 があ っ た ｡ 目標は ,
``
自分の 思 っ て い る こ とをわか っ てもらう
"
な どで あ っ
た｡ 他者と の 交流で は,
"
同 じ障害を持 つ 仲間どう しの
集 い に参加する
"
こ と で 困 っ た こ とを相談したりして い
た ｡ また , 仲間と の 交流で 自信を持ち
"
か つ て の 友人と
の 交流を再会する
"
と いう行動もあ っ た ｡ サ ー ビ ス提供
者らと はサ ー ビス を利用 しなが ら
"
世間話をする
''
こ と
があ っ た ｡ こ の こ とは, 障害者にと っ て 楽しみと な っ て
い た ｡ 評価は,
`
て中間と話が で きる
" "
か つ て の 友人と再
び交流で きるようにな っ だ
'
な どできて い る自信とで
きるようにな っ た変化 を実感するもの で あ っ た｡ ま た,
"
仲間と分かり合える
" "
楽 しみ の 場が できだ
'
な ど精神
的な充足感を持 つ もの であ っ た ｡
2) セ ル フ ケア行動の影響要因
セ ル フ ケ ア ケ ア行動の影響要因は, ｢ 動機｣ ｢行動その
ものを実施する能力｣ ｢管理能力｣ ｢家族の協力｣｢外部サ ー
ビス の主体的な活用｣ の 5 つ に整理することが できた｡
｢動機｣は, 消費者金融を利用した時の恐怖体験や家
族の死去 ･ 生活 の乱れによる症状悪化など生活上の 大き
な変化を体験 した こ とが主で あ っ た ｡ ｢行動そ の もの を
実施する能力｣ は, 買 い物に行く ･ 電子 レ ン ジを利用し
て調理する ･ 妄想を自覚 して い る , な ど障害者自身が生
活体験の 中でもともと でき て い た こ とや習得した こと で
あ っ た｡ ｢管理能力｣は, 栄養 の バ ラ ン ス に留意する ･
一 日 の 時間を自分らしく使う ･ 妄想出現時の 対処方法を
も っ て い る , な どで あ っ た｡ ｢家族の 協力｣ は , 家族 の
勧でホ ー ム ヘ ル プサ ー ビス を活用する ･ 家族が外出の練
習に付き添うな どで あ っ た｡ ま た, ｢外部サ ー ビス の 主
体的な活用｣ はサ ー ビス の存在に つ い て情報を得る ･ 手
助けが必要な部分を申し出る ･ 介助を受けなが ら定期的
に入浴するなどで あ っ た ｡
4. セルフケア行動と生活上の課題の関連
結果2 , 3 で示 した生活上 の 課題と セ ル フ ケア行動と
の 関連を事例ごとにみ て みると , ほと んどの セ ル フ ケ ア
行動は生活上 の課題を充たすある い は充たそうとする こ
とに関連して い た｡ とりわけ, す べ て の対象者の 生活上
の 課題であ っ た ｢病状の 安定の 継続｣ ｢経済基盤の 確保｣
｢調理 ･ 後片付けな ど の家事｣ に関連するセ ル フ ケ ア 行
動は, 症状 の 自覚 t 悪化予防 ･ 受診 ･ 服薬等症状と服薬
管理, お よび収支の 手続き ･ 節約な どお金の管理 , 食材
購入 ･ 調理 ･ 後片付け等食事 に つ い て であり, い ずれ も
対象者各々 にと っ て 重要なセ ル フ ケ ア行動で あ っ た｡ 一
方 で , 生活上 の 課題と直接関連しな い セ ル フ ケ ア行動も
あ っ たが , 各々 が生活を継続して いくため に脈々 と行 っ
て い る行動であ っ た ｡
Ⅷ . 考 察
1 . セルフケア行動の過程
在宅精神障害者らの セ ル フ ケ ア行動は , ほ と んど の行
動 に, 目標 - 実施 一 評価 の過程があ っ た ｡ すなわち, 自
分なりにきちんと生活 して いく ･ で きる こと は行うな ど
障害者自身の 目標と, 目標に向か っ て 行われ る, 自分自
身で できる こと は可能な限りや っ て い こうと意思をも っ
た行動, 生活上 の変化を実感する ･ 自信をも つ な ど目標
と行動に対する評価で ある ｡ こ れ ら の 過程は, 個 々 の生
活実態に即 したもの で あり, 自分自身の 能力を活か した
り地域の精神保健福祉サ ー ビス を利用したりするこ とに
より獲得 して い る行動で あ っ た ｡
また , 加藤
12)
はす べ て の 生活活動には管理が伴うと述
べ
, ア ン ダ
ー ウ ッ ド
13)は基本的なセ ル フ ケア要素す べ て
に安寧すなわち生活の 質が含まれると説明して い る ｡ 本
研究にお い て は , セ ル フ ケア行動の過程には , そ の 行動
に関連する管理 と生 活の 質の 充実の 両者が伴 っ て い た ｡
すなわち,｢食事する｣ こ と には栄養 バ ラ ン ス や時間の
管理が伴 い , 一 方 で , 調理を しながらホ ー ム ヘ ル パ ー と
の 会話を楽しむなど精神的な充足感を持 つ と い う生活の
質が伴 っ て い たo 以 上 の こ とから, セ ル フ ケ ア行動は生
活上 の 管理 と生活の 質の 充実な どを伴 っ て ひと つ の 目的
ある行動にな っ て い る と考えられる ｡
内野14)ら は, 精神障害者の ニ ー ズ と して 収入源確保の
困難さを明らかに して い るが , 本研究にお い て も, 経済
基盤の 確保は , 重要な セ ル フ ケア行動の ひと つ であり,
とりわけ収入源の 確保は生活の 基盤と して 欠くこと の で
きな い もの と考えられる｡ ま た ,結果 で セ ル フ ケア行動と
の 関連が確認できた生活上 の課題のうち生活の 基盤と な
る課題で ある ｢病状の安定｣ ｢住居の確保｣ も, セ ル フ ケ
ア行動を行う上 で基盤となるもの であり, ｢経済基盤の確
保｣ と併せて , セ ル フ ケア行動の前提であると考える｡
2 . セルフケア行動の影響要因
結果で示 した5 つ の セ ル フ ケ ア行動の影響要因は互 い
に関連をも つ も の と考えられた ｡ すなわち, ｢動機｣は
生活上の大きな変化や 困難の体験や こうなりた い と い う
意欲に基づく内容であり, 行動 の起点となるもの と考え
られ る｡ また , ｢行動そ の もの を実施する能力｣ と ｢管
理能力｣ は互 い に関連 しあ い , さ ら に互 い を支えるもの
であると考える｡ 一 方, ｢ 家族の協力｣ ｢外部サ ー ビス の
主体的な活用｣ は, ｢動機｣と して 抱 い た気持ちを ｢行
動そのものを実施する能力｣ と ｢ 管理能力｣をも っ て実
行 して い く こ と を側面か ら支えるもの で あると考える｡
宇佐美
115) は, 精神障害者の セ ル フ ケア の 要件と し て ,
サ ポ ー トの 認知を挙げて い るが , 本研究にお い て も, セ
ル フ ケア行動を支えるもの と して 障害者年金 ･ 生活保護
等の社会保障や ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビ ス , 訪問着護, デ イ
サ ー ビス 等を利用する意義を障害者自身が認識 して い る
こ とが , セ ル フ ケア行動の 実施に つ なが っ て い た と考え
られ る｡
そ し て , こ れ ら の 影響要因は, セ ル フ ケ ア 行動を促す
促進要因で あると考えた ｡ 概念枠組みで示 した影響要因
との 関連をみると , ｢動機｣には生活体験 ･ 疾痕 ｢行動
その ものを実施する能力｣ と ｢管理能力｣ にはす べ て の
項目 , ｢家族の 協力｣ には生活環境, ｢外部サ ー ビス の 主
体的な活用｣には社会資源利用が各々含まれると考える ｡
3. セルフケア行動の構造
概念枠組み (図1) に考察1 , 2 で示 した セ ル フ ケ ア
行動過程と促進要因の 内容を加え修正した結果作成した
セ ル フ ケア行動の 構造を図2の ように示した ｡ 新しく加
えた内容は斜字で示した｡ すなわち, セ ル フ ケ ア行動の
構造は , 経済基盤の 確保 ･ 病状 の 安定 ･ 住居 の確保 , が
可能な限り自立 した生活を継続する
国中の背景模胤ま園1と対応し, 斜字は図1 に加筆した内容
図2. 在宅精神障害者の セ ル フ ケ ア行動の 構造
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行動の 前提となる ｡ そ して , セ ル フ ケ ア行動には , 行動
の 起点となる動機 ･ 行動その もの を実施する能力と管理
能力 ･ 家族 の協力 ･ 外部サ ー ビス の主体的な活用などの
促進要因が ある｡ こ れ ら の 基盤と促進によ っ て , 可能な
限り自立した生活を継続するため に, 管理と生活の 質の
充実を伴うセ ル フ ケ ア 行動過程が実施され る｡ こ れ は,
在宅精神障害者の セ ル フ ケ ア 行動の 構造で あると考え
る ｡
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